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質問4．2022年に公表された「資格取得時に到達しておくべき資質要件
（認定遺伝カウンセラー到達目標）」をご覧になったことはありますか。
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スライド：３

スライド：４
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質問5．各学会による研修会以外に日本認定遺伝カウンセラー協会も卒後
の認定遺伝カウンセラーへの研修を行っていることをご存じですか。
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カテゴリ 数
6-1 高次到達目標についての所感 12
6-2 高次到達目標の評価方法 8
6-3 高次到達目標への提案 11
6-4 その他（高次到達目標に直接関連しない意見） 7
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認定遺伝カウンセラー高次到達目標（案）へのコメント

総コメント数：46 [44施設]
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スライド：５

スライド：６
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6-1「高次到達目標についての所感」

カテゴリ内訳
（コメント数）内容

意見なし
（10） 特になし

肯定的評価
（8）

必要事項が適切に網羅されており、明記されている。指標
として有用である

懸念事項
（2）

現場との乖離の可能性、非現実的な項目とならないかの懸
念

2025/11/24 23第 回 全国遺伝子医療部門連絡会議 7

6-2「高次到達目標の評価方法」

カテゴリ内訳
（コメント数） コメント内容

評価要件の設置
（4）

研鑽段階の要件設定に意義がある。具体的項目設定
してほしい（目安、自己点検となる）

評価指標の設定
（3）

実践能力の評価方法がわかりにくい。態度・技術の評価
が難しい。評価方法を知りたい

実績での評価
（1）

能力を数値化することは困難なため、実績ベースで評価
が必要。
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スライド：７

スライド：８
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目安や資格更新との関連を明示してほしい。

卒後の研鑽段階の要件設定が意義あり。

ラダーをより細かく設定してほしい。

もう少し具体的な項目を加えて自己点検しやすくしてほしい。

実践能力の評価方法がわかりにくい。「評価指標例」や「実績証明」などの補足を。

能力要件の教育・評価方法を知りたい。

態度・技術の評価が難しい。

能力を数値化・見える化するのは困難。実績ベースで評価が必要。

コメントが多かったのが
カテゴリ6-2「高次到達目標の評価方法」

評価要件の設置

評価指標の設定

実績での評価
2025/11/24

6-3「高次到達目標への提案」

カテゴリ内訳
（コメント数） 内容

スーパービジョン
（2） スーパービジョン項目の充実

専門職としてのCGC
（1） CGCの専門職背景を活かす内容を

疾患領域の専門性
（1）

疾患領域ごとの専門性強化を
（→Q11. 卒後教育に追加）

項目への具体的提案
（7） 今後の改訂に活かしていきたく思います
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スライド：９

スライド：10
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6-4「その他」（高次到達目標に直接関係しないご意見）
カテゴリ内訳
（コメント数） 内容

AIと遺伝カウンセリング
（2） AIにはできないカウンセリングという視点

国家資格
（2） 国家資格と能力要件

対象外
（3）

• 能力要件の教育・評価方法を知りたい
• 大変充実した内容だが2年間でこなせるか、評価
体制に疑問

• 多職種協働や医療体制理解のフォローを養成
課程で
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質問7．貴施設における、認定遺伝カウンセラーの卒後教育に
どのような方策をとっていますか。当てはまるものを全て選んでください
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スライド：11

スライド：12



第 23回全国遺伝子医療部門連絡会議　資料 〈全体会議〉WS２

2025/11/24 23第 回 全国遺伝子医療部門連絡会議 13

質問８．貴施設において、認定遺伝カウンセラーの指導はだれが
行っていますか
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スライド：13

スライド：14
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認定遺伝カウンセラー卒後教育：
金銭的、時間的支援制度への回答

分類 回答の例
学会・研修会参加の支援（9） 学会の年次大会・研修会（セミナー）参加費・旅費支給・

出張扱い／書籍購入も可、など
条件付き支援回数制限（7） 2年に1回・年１回・年２回など、制限がある／資格維持に

必要な学会参加費や旅費に対して補助あり
発表時のみ（7）演題発表時は参加費と旅費の支給あり・勤務時間扱い
金額制限（6） 診療部門の学会用の予算内であれば参加費・旅費支給・

出張扱い／年間上限費用有の支援制度
内容制限（5） 学会参加に対して旅費支給・出張扱い／出張旅費の支出

程度／遺伝関連学会は出張扱い・金銭支援なし
研究費から支出（4） 限られているが研究費活用し旅費・参加費援助・出張扱い

／教員は研究費で
その他（3） クラウドファンディング／都度相談／連携施設での研修可能
支援なし（11） 支援はない

支
援

大

→

小
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カテゴリ 数
11-1 施設をまたぐ研修 4
11-2 具体的な研修内容に関して 10
11-3 卒年に応じた体系的研修制度 7
11-4 認定遺伝カウンセラー上級資格制度導入 4
11-5 オンライン・オンデマンド研修 7
11-6 参加費用負担軽減 3
11-7 コメント／特になし 9
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認定遺伝カウンセラーの卒後教育に関する希望・要望

2025/11/24

スライド：15

スライド：16
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カテゴリ11-4. 認定遺伝カウンセラー上級資格制度導入
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１）多忙の中に研修したのちの試験など評価制度の整備，
２）現行の「指導者資格」の再検討，

専門医のような認定遺伝カウンセラーの上級資格

今後は卒後年数や経験によって、能力の差別化をはかるようなシステムがあって
も良いかと思います。

上級資格制度を設けてほしい。
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スライド：17


